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↑互いに声をかけ合い、月1回集う「カタクリ、サロン」【12月10日、高田山上多目的集会所】（勝山高田山上草野自治会）

←地域で伝承されているしめ縄づくり

新
年
ご
挨
拶

～
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
地
域
社
会
を
目
指
す
～

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
し
い
年

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
ま
す

地
域
福
祉
活
動
や
介
護
事
業
の
推
進
に
、
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
思
い
も
し
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
り
、
感
染
防
止
の
為
、
日
常
の

生
活
や
行
動
が
制
限
さ
れ
て
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
息
苦
し
さ
を
感
じ
る
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
と
お
察
し
し
ま

す
。
当
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

多
く
の
事
業
活
動
が
中
止
や
縮
小
の
や
む
な
き
に
至
り
、
市

民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、
複
雑
で
複
合
的
な

問
題
を
抱
え
る
方
々
は
増
加
し
て
い
る
現
状
で
す
。
多
様
化
、

深
刻
化
す
る
家
庭
や
地
域
の
問
題
課
題
の
解
決
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の
共
通
の

問
題
と
し
て
捉
え
、
共
に
支
え
合
う「
地
域
共
生
社
会
」
を

実
現
し
、
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

当
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
基
本
理
念
で
あ
る「
す
べ
て

の
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
」
を
目
指

し
、
真
庭
市
及
び
各
種
地
域
団
体
の
皆
様
と
積
極
的
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
ま
た
、
す
ぐ
に
は
収
束
し
そ
う
に
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
留
意
し
、
地
域
福
祉
活
動

や
介
護
事
業
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
し
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

良
い
年
に

　

な
り
ま
す
よ
う
に

真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
会 

長
　 

松 

浦
　 

躬 

行
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11
月
21
日
、多
年
に
わ
た
り
市

内
の
地
域
福
祉
活
動
・
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
に
功
労
さ
れ
た
個
人
・
団

体
が
、真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
、老
人
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
施
設
職
員

（
檜
山
荘
）

　

原　
　

章
裕

（
天
の
川
こ
ど
も
園
）

　

岩
﨑
由
紀
恵

（
湯
原
こ
ど
も
園
）

　

三
﨑　

志
保

【
個
人
表
彰
】

（
北 

房
）　

山
本　

和
徳

（
落 

合
）　

菱
川　

重
人

 　
　
　
　

實
村　

道
義

（
久 

世
）　

横
山　

素
雄

 　
　
　
　

森
木　

政
志

（
勝 

山
）　

植
田　
　

浩

 　
　
　
　

題
佛　

照
子

（
美 
甘
）　

竹
本
那
津
江

 　
　
　
　

小
野
田
綾
子

（
湯 
原
）　

鈴
木　

正
之

（
川 

上
）　

長
谷
川
秀
子

 　
　
　
　

西
村　

國
男

【
団
体
表
彰
】

（
湯 

原
）　

豊 

栄 
会

　

湯
原
、む
こ
う
ゆ
ば
ら
か
み

向
湯
原
上
自
治
会
の

大
西
福
祉
委
員
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
に
福
祉
委
員
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

主
に
高
齢
者
世
帯
等
の
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

気
に
な
る
世
帯
に
は
、対
面

で
き
る
よ
う
に
毎
月
配
る「
社

協
だ
よ
り
」を
訪
問
時
に
手
渡

す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
日
に
は
ゴ
ミ
が
ち
ゃ

ん
と
出
さ
れ
て
い
る
か
等
、些

細
な
こ
と
に
気
を
つ
け
な
が
ら

声
掛
け
や
見
守
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

―
福
祉
委
員
を
さ
れ
て
何
年
目

で
す
か
？
　

　

福
祉
委
員
に
な
っ
て
か
ら
9

年
目
に
な
り
ま
す
。

【
個
人
表
彰
】

福
祉
委
員

（
北 

房
）　

近
政　

宏

 　
　
　
　

大
月　

一
生　

（
勝 

山
）　

三
宅　

康
子

 　
　
　
　

山
崎　

勝
彦

（
湯 

原
）　

大
西　
　

徹

 　
　
　
　

明
村 　

憲
一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
落 
合
）　

菱
川　

正
野

 　
　
　
　

三
谷
美
亀
子

（
勝 

山
）　

宮
島
チ
ヱ
子

 　
　
　
　

近
藤　

雅
美

（
八 

束
）　

植
木　

謙
吾

【
団
体
表
彰
】

地
区
社
協

（
久 

世
）

　

余
野
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　

米
来
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン

（
落 

合
）

　

中
町
サ
ロ
ン

（
久 

世
）

　

大
内
原
地
区
ふ
れ
あ
い
の
集
い

（
勝 

山
）

　

上
口
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

ふ
く
ろ
う
会

（
湯 

原
）

　

小
川
い
き
い
き
サ
ロ
ン「
こ
だ
ま
」

受
賞
者
の
皆
様

 

　
お
め
で
と
う

 

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

令和2年度
真庭市社会福祉協議会会長表彰
真庭市老人クラブ連合会会長表彰

社
会
福
祉
施
設
関
係
功
労

優
良
社
会
福
祉
推
進
表
彰

　

本
谷
い
き
い
き
サ
ロ
ン「
千
年
杉
」

　

宇
和
佐
サ
ロ
ン
の
会

　

牧
原
い
き
い
き
サ
ロ
ン

（
八 

束
）　

　

仲
い
い
サ
ロ
ン

　

中
島
ゆ
め
サ
ロ
ン

（
川 

上
）

　

大
森
サ
ロ
ン
こ
す
も
す

受
賞
者
の

活
動
紹
介
真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

優
良
社
会
福
祉
推
進
表
彰  

【
個 

人
】

福
祉
委
員 

大
西 

徹 

様

　
　
　
　
　
　
　 （
湯
原
）

　

私
は
、高
校
を
卒
業
後
、就
職

し
て
か
ら
、長
い
間
地
元
を
離

れ
て
い
た
の
で
す
が
、定
年
退

職
後
、高
齢
の
親
も
い
た
こ
と

か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
湯
原
地
域

へ
戻
っ
て
活
動
を
始
め
ま
し

た
。

―
活
動
の
際
に
気
を
つ
け
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

あ
ま
り
細
か
い
こ
と
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
よ
う
な
こ

と
ま
で
聞
き
す
ぎ
な
い
よ
う
、

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

若
い
方
が
里
帰
り
し
に
く
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、そ
の
辺
り

も
気
に
か
け
て
い
ま
す
。

―
長
く
福
祉
委
員
活
動
を
続
け

て
い
く
コ
ツ
は
あ
り
ま
す
か
？

　

自
分
の
親
も
長
い
間
、高
齢

者
世
帯
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

た
の
で
、お
互
い
様
の
気
持
ち

で
活
動
し
て
い
ま
す
。　

　
「
何
か
あ
れ
ば
言
っ
て
く
だ

さ
い
ね
」と
伝
え
た
り
、分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
近
所
の
方

が
集
ま
っ
て
い
る
時
に
聞
い
て

み
た
り
、あ
ま
り
気
負
う
こ
と

な
く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

地域福祉活動への功労
26名、14団体を表彰
地域福祉活動への功労
26名、14団体を表彰

（
敬
称
略
順
不
同
）

真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

真
庭
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰



【
敬
称
略
・
受
付
順
】

※
真
庭
市
社
協
へ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
は
税
額
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
善
意
が
福
祉
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
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【
本
　
所
】

福
原
　
孝
明（
草
加
部
　
香
典
返
し
）

福
原
　
孝
明（
草
加
部
　
忌
明
け
）

今
尾
　
一
雄（
久
　
世
　
忌
明
け
）

川
西
　
　
明（
鍋
　
屋
　
香
典
返
し
）

川
西
　
　
明（
鍋
　
屋
　
忌
明
け
）

近
藤
　
英
幸（
台
金
屋
　
香
典
返
し
）

近
藤
　
英
幸（
台
金
屋
　
忌
明
け
） 

【
北
房
支
所
】

梶
田
千
鶴
子（
上
水
田
　
見
舞
返
し
）

大
月
　
義
浩（
上
中
津
井
　
香
典
返
し
）

藤
森
　
謙
二（
上
中
津
井
　
香
典
返
し
）

脇
田
　
　
昇（
上
水
田
　
香
典
返
し
）

平
　
美
代
子（
上
水
田
　
香
典
返
し
）

金
丸
　
賢
二（
宮
　
地
　
忌
明
け
）

久
松
　
良
彰（
宮
　
地
　
香
典
返
し
）

（
株
）ミ
ヤ
タ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　（
上
水
田
　
篤
志
寄
付
）

上
谷
　
久
子（
上
呰
部
　
見
舞
返
し
）

遠
藤
　
幸
司（
下
中
津
井
　
篤
志
寄
付
）

遠
藤
　
幸
司（
下
中
津
井
　
見
舞
返
し
）

【
落
合
支
所
】

松
尾
　
浅
市（
古
　
見
　
竹
ぼ
う
き
）

山
縣
　
将
伸（
鹿
　
田
　
香
典
返
し
）

浅
田
　
和
彦（
別
　
所
　
香
典
返
し
）

杉
原
　
奏
子（
　
中
　
　
香
典
返
し
）

植
田
　
英
明（
栗
　
原
　
香
典
返
し
）

池
田
　
保
子（
古
　
見
　
見
舞
返
し
）

押
目
　
道
廣（
栗
　
原
　
香
典
返
し
）

山
本
　
利
明（
日
野
上
　
香
典
返
し
）

春
木
　
博
文（
月
　
田
　
香
典
返
し
）

川
元
　
泰
弘（
栗
　
原
　
見
舞
返
し
）

川
元
　
泰
弘（
栗
　
原
　
香
典
返
し
）

森
岡
　
保
博（
古
　
見
　
香
典
返
し
）

三
澤
　
茂
夫（
栗
　
原
　
篤
志
寄
付
）

文
化
協
会
落
合
茶
道
部

　
　
　
　
　（
落
合
垂
水
　
そ
の
他
）

宮
川
　
　
洋（
上
河
内
　
香
典
返
し
）

匿
　
　
　
名（
落
合
垂
水
　
篤
志
寄
付
）

築
澤
　
初
二（
　
中
　
　
香
典
返
し
）

【
勝
山
支
所
】

行
藤
　
茂
実（
　
組
　
　
香
典
返
し
）

行
藤
　
茂
実（
　
組
　
　
忌
明
け
）

郷
矢
　
浩
志（
本
　
郷
　
忌
明
け
）

山
口
　
　
恒（
　
組
　
　
香
典
返
し
）

横
山
　
隆
志（
　
組
　
　
香
典
返
し
）

眞
壁
　
和
美（
曲
　
り
　
香
典
返
し
）

兵
江
　
智
幸（
月
　
田
　
香
典
返
し
）

花
房
　
純
平（
後
　
谷
　
忌
明
け
）

藤
田
　
修
平（
月
　
田
　
香
典
返
し
）

藤
田
　
修
平（
月
　
田
　
忌
明
け
）

【
美
甘
支
所
】

稲
田
　
洋
子（
鉄
　
山
　
香
典
返
し
）

稲
田
　
洋
子（
鉄
　
山
　
忌
明
け
）

【
湯
原
支
所
】

辻
　
　
　
貢（
久
　
見
　
香
典
返
し
）

村
田
　
　
清（
　
社
　
　
忌
明
け
）

板
持
　
一
男（
久
　
見
　
香
典
返
し
）

【
八
束
支
所
】

石
原
　
　
透（
蒜
山
中
福
田

　
香
典
返
し
）

柴
田
　
浩
伴（
蒜
山
中
福
田

　
忌
明
け
）

東
郷
　
裕
二（
蒜
山
中
福
田

　
香
典
返
し
）

東
郷
　
裕
二（
蒜
山
中
福
田

　
忌
明
け
）

合
　
計

六
十
七
万
五
千
百
円

寄
付
金 

十
一
月
三
十
日
〆

　
善
意
銀
行
へ
の
ご
寄
付
並
び
に
会

員
会
費
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

池
奥
　
千
恵（
岡
山
市
）

池
奥
　
有
理（
大
阪
市
）

沖
田
　
　
巧（
総
社
市
）

令
和
２
年
度

　
　

ふ
る
さ
と
会
員
一
覧

【
敬
称
略
・
受
付
順
】（
11
月
30
日
〆
）

心配ごと相談所（1月の予定）
北房（真庭市役所北房振興局）
落合（落合老人福祉センター）
久世（ 真庭市役所本庁舎）
勝山（勝山保健福祉センター）
湯原（湯原保健福祉センター）
八束（八束老人福祉センター）

２8日（木）
１4日（木）
２7日（水）
　8日（金）
２1日（木）
１５日（金）

9時～12時

↑体操をする参加者と岡田鈴美さん（左奥）

　

ふ
く
ろ
う
会
は
、勝
山
富
原

地
区
の
む
ね
す
え
や
す
の
ぶ

宗
末
安
信
自
治
会
で
６

年
間
に
わ
た
っ
て
、サ
ロ
ン
活

動
を
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

代
表
の
岡
田
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

―
サ
ロ
ン
活
動
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
？

　

高
齢
化
の
進
む
地
域
に
お
い

て
、家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

地
域
の
方
々
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
、サ
ロ
ン
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

―
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

地
元
の
む
ね
す
え
や
す
の
ぶ

宗
末
安
信
集
会
所
を

会
場
に
、月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

集
ま
っ
て
、体
操
は
毎
回
、そ
の

他
に
小
物
作
り
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

参
加
者
の
中
に
小
物
作
り
が

得
意
な
方
が
お
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
方
を
先
生
に
色
々
な
も
の

受
賞
団
体
の

活
動
紹
介
真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

優
良
社
会
福
祉
推
進
表
彰  

【
団 

体
】

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン

 

　
　
　 

ふ
く
ろ
う
会（
勝
山
）

　 

代
表
　
岡
田 

鈴
美 

様

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

小
物
作
り
で
手
を
使
っ
た

り
、折
り
紙
で
頭
を
使
っ
た
り
、

み
ん
な
で
話
を
し
な
が
ら
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
活
動
は
？

　

と
に
か
く
参
加
者
の
み
な
さ

ん
が
元
気
で
、「
サ
ロ
ン
に
行
こ

う
か
」と
い
う
気
持
ち
が
大
事

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す

が
、密
着
し
な
い
、マ
ス
ク
着

用
、換
気
等
に
注
意
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
地
域
の
交

流
の
場
と
し
て
、み
ん
な
で
話

を
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。 

※相談無料、予約不要です。
　お気軽にご相談ください。

電話
（0867）42－1005
FAX
（0867）42－2263

※秘密は固く守られます。
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広報担当の
つぶやき

2021年、丑（うし）年、新たな年が始まりました。どんな一年にしたいか、「今年
の抱負」をお正月休みに考えたいと思います。

真庭市社協HP

　湯原地区では、75歳以上の方を対象とした「お出かけ交
流」事業を行いました。
　この事業は、外出の機会の少ない方に外出機会の提供と、
実際に商品を見て買い物をする楽しみや同じ立場にある方同士
の交流を目的として、歳末助けあい募金を財源に開催していま
す。11月26日と12月10日にゆめタウン久世とその周辺のお店
へ出かけ10名の参加がありました。
　参加者のとりまとめは、地域の見守りと声かけ訪問を兼ねて
福祉委員に協力をお願いしています。
　また、車両の運転は、地区社協の役員に相談をして運転して
くださる方をお願いしています。
　普段は食品配達を利用している方も、鮮魚や衣類をゆっくり
見比べるなどして買い物を楽しまれました。
　車中では、久しぶりに会う方もおられ、最近の出来事を報告
しあい、その日の新聞広告でお買い得商品の情報交換をする
など賑やかに過ごすことが出来ました。

湯原地域から
こんにちは！

山野志乃専門員山野志乃専門員

きょうちゃんの

コロナ禍の訪問活動コロナ禍の訪問活動

　北房支所は、5つの地区社協と協働で行う「歳末たすけあい友
愛訪問」について紹介します。
　この訪問活動は、例年開催してきた「高齢者の会食会」に替え
て行うものです。コロナ禍で様々な地域の行事が縮小や中止となり、
住民同士の交流の機会が少なくなっている状況のなか、ひとり暮ら
し高齢者や高齢者世帯が抱えている孤立感や不安感を和らげようと
地区社協から260名を訪問しました。
　12月6日(日)、上水田地区では地区社協役員や福祉委員、民生委
員など17名が48世帯、57名を訪問しました。お弁当と一緒に上水
田地区の子どもたちが書いたメッセージカード、手作りのしおり、
マスクなどを届けました。
　可愛らしいメッセージカードなどを受け取り、訪問を受けた高齢
者は「子どもからのメッセージは嬉しい。今日も黄色の旗を玄関に
出しているが、皆さんに見守って頂いていると思うと心強い。良い
地域に住まわせてもらっていると心から思う」などと喜ばれました。
　これまでの活動で築いた「つながり」を途切れさせないために、
「今できること」や「やり方を変えて何か行うことはできないか」と
地域の皆さんと一緒に考え、取り組んでいきたいと思います。 

↑写真左から神田事務職員、吉田支所長、落合専門員
　北房支所（北房振興局1階）で撮影‼

↑訪問の様子

↑たくさん買い物をしました！！

↑買い物の様子

真庭市社協イメージキャラクター
「きょうちゃん」

今回は、北房地域を探
検!!

どんな地域づくりを

してるかな？

～つながりを途切れさせないために～

今年も
頑張ります！！


